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●
南
部
経
済
回
廊　

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
南
部
を
東
西
に
横
断
す
る
南

部
経
済
回
廊
は
、
①
ベ
ト
ナ
ム
の
石
油
開
発
前
線

基
地
ヴ
ン
タ
ウ
、
商
工
業
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か

ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
経
て
、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
へ
と
至
る
中
央
サ
ブ
回
廊
、
②

ベ
ト
ナ
ム
中
部
沿
岸
の
ク
イ
ニ
ョ
ン
か
ら
カ
ン
ボ

ジ
ア
領
の
北
部
を
経
て
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
中

央
サ
ブ
回
廊
と
合
流
す
る
北
部
サ
ブ
回
廊
、
③
メ

コ
ン
・
デ
ル
タ
南
端
の
カ
マ
ウ
か
ら
タ
イ
湾
岸
に

ほ
ぼ
沿
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ

領
を
抜
け
て
バ
ン
コ
ク
に
至
る
南
部
湾
岸
サ
ブ
回

廊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
サ
ブ
回
廊
の
う
ち
で
最
も
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
進
み
、
か
つ
注
目
を
浴
び
て
い
る
の

は
、
①
の
中
央
サ
ブ
回
廊
で
あ
る
。
同
サ
ブ
回
廊

は
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
三
国
の
中
心

的
な
経
済
都
市
を
結
び
つ
け
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、

最
近
で
は
そ
の
沿
線
上
に
経
済
区
、
工
業
団
地
な

ど
の
設
立
が
始
ま
っ
て
お
り
、
観
光
客
の
往
来
な

ど
も
増
加
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
中
央
サ
ブ
回

廊
の
う
ち
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境

の
モ
ク
バ
イ
＝
バ
ベ
ッ
ト
地
区
に
焦
点
を
当
て
る
。

●
モ
ク
バ
イ
＝
バ
ベ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
主
要
な
国
際
海
港
と
し
て
シ

ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
し
か
な
く
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
間
の
航
空
路
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
、
両
国
間
の
物
流
や
人
的
往
来
は
、

か
な
り
の
部
分
が
陸
路
、
そ
し
て
メ
コ
ン
川
に

沿
っ
て
の
水
路
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
一
三
七
キ
ロ

の
陸
上
国
境
を
共
有
し
、
そ
こ
に
八
つ
の
国
際
級

国
境
ゲ
ー
ト
（
水
路
ゲ
ー
ト
を
含
む
）
が
存
在
す

る
。
そ
の
な
か
で
最
も
主
要
な
も
の
が
、
モ
ク
バ

イ
＝
バ
ベ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
で
あ
る
。
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国
道
二
二
号
線
で
七
〇
キ
ロ
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
道
一
号
線
で

一
七
〇
キ
ロ
の
地
点
に
位
置
す
る
。

表
１
に
よ
れ
ば
、
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
じ
て
の
貿

易
額
、
出
入
国
者
数
、
越
境
車
両
数
と
も
に
、
急

激
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
プ

ノ
ン
ペ
ン
を
結
ぶ
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
格
段
に
整
備

さ
れ
、
後
述
の
よ
う
に
、
国
境
周
辺
に
商
業
セ
ン

タ
ー
や
工
業
団
地
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

人
的
往
来
に
関
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
国
民
は
、
一
ヶ
月
以
内
の
滞
在
で
あ
れ
ば
、

相
互
に
入
国
ビ
ザ
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

外
の
外
国
人
に
つ
い
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
バ

ベ
ッ
ト
地
区
の
カ
ジ
ノ
（
後
述
）
を
訪
れ
る
場
合

に
は
、
日
帰
り
、
も
し
く
は
一
泊
に
限
っ
て
ビ
ザ

が
免
除
さ
れ
る
。

車
両
の
往
来
に
関
し
て
、
二
国
間
の
相
互
乗
り

入
れ
が
法
規
上
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク

白
石
昌
也

︱
︱
モ
ク
バ
イ
＝
バ
ベ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト

南
部
経
済
回
廊
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換
算
で
三
年
間
に
二・九
倍
）。

客
の
大
半
は
ベ
ト
ナ
ム
人
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
国

内
在
住
者
で
あ
り
（
売
り
上
げ
全
体
の
約
八
割
）、

免
税
で
購
入
し
た
商
品
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る
。

法
規
上
、
一
人
あ
た
り
五
〇
万
ド
ン
／
日

（
二
〇
〇
八
年
七
月
以
降
は
五
〇
万
ド
ン
／
週
）

ま
で
免
税
品
を
Ｂ
Ｅ
Ｚ
か
ら
持
ち
出
せ
る
か
ら
で

あ
る
。
免
税
ス
ー
パ
ー
に
は
、
サ
イ
ゴ
ン
港
経
由

で
搬
入
さ
れ
た
外
国
製
の
酒
類
や
化
粧
品
な
ど
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

モ
ク
バ
イ
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か
ら
車
で
二
時
間

程
度
の
移
動
距
離
に
あ
る
。
そ
し
て
、
タ
イ
ニ
ン

省
域
に
は
、
バ
ー
デ
ン
山
や
カ
オ
ダ
イ
教
総
本
山
、

そ
し
て
ク
ー
チ
ー
・
ゲ
リ
ラ
・
ト
ン
ネ
ル
と
い
っ

た
著
名
な
観
光
、
巡
礼
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の

た
め
に
、
自
家
用
車
や
バ
ス
で
同
省
を
訪
れ
た
観

光
客
や
巡
礼
者
が
、
モ
ク
バ
イ
Ｂ
Ｅ
Ｚ
に
立
ち

寄
っ
て
免
税
品
な
ど
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。

●
バ
ベ
ッ
ト
の
カ
ジ
ノ
と
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
工
業
団
地

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
国
境
経
済
区

で
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
商
業
分
野
を
中
心
と
し
た

発
展
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
バ
ベ
ッ
ト
側
で
は
、
国
道
一
号
線
沿
い
に
カ

ジ
ノ
が
林
立
し
始
め
て
い
る
（
多
く
は
ホ
テ
ル
を

兼
ね
る
）。
二
〇
〇
七
年
時
点
で
七
軒
の
カ
ジ
ノ

が
開
店
し
て
お
り
、
さ
ら
に
続
々
と
新
た
な
店
が

建
設
中
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
顧
客
は
パ
ス
ポ
ー

ト
所
持
者
、
す
な
わ
ち
国
境
ゲ
ー
ト
の
向
こ
う
側

か
ら
や
っ
て
来
る
ベ
ト
ナ
ム
人
、
お
よ
び
外
国
か

品
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
搬
出
さ
れ

て
、
サ
イ
ゴ
ン
港
経
由
で
第
三
国
へ
輸
出
さ
れ
て

い
る
。

●
モ
ク
バ
イ
国
境
ゲ
ー
ト
経
済
区（
Ｂ

Ｅ
Ｚ
）

Ｂ
Ｅ
Ｚ
は
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
首
相
決
定

二
一
〇
号
に
よ
っ
て
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
の

範
囲
は
、
タ
イ
ニ
ン
省
の
ベ
ン
カ
ウ
県
と
チ
ャ
ン

バ
ン
県
に
属
す
る
合
計
七
行
政
村
の
全
域
（
総
面

積
二
万
一
二
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
、
住
民
数
は

六
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
同
Ｂ
Ｅ
Ｚ
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
三
四
キ
ロ
の
国
境
線
を
有
し
、
モ
ク
バ
イ

国
際
級
国
境
ゲ
ー
ト
の
ほ
か
、
フ
ォ
ッ
ク
チ
ー
、

ロ
ン
ト
ゥ
ア
ン
の
二
つ
の
省
級
国
境
ゲ
ー
ト
を
擁

す
る
。
当
該
地
区
は
も
と
も
と
寒
村
地
帯
で
あ
っ

た
が
、
近
年
に
な
っ
て
急
速
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

モ
ク
バ
イ
Ｂ
Ｅ
Ｚ
管
理
委
員
会
の
計
画
に
よ
れ

ば
、
保
税
倉
庫
、
国
境
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
国
際
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
区
域
、
工
業
区
域
、
河
川
港
、
住
宅
区

域
な
ど
を
整
備
す
る
。
し
か
し
、
工
業
区
域
の
整

備
な
ど
は
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
圧
倒
的
に
先
行
し

て
い
る
の
は
商
業
区
域
の
隆
盛
で
あ
る
。二
〇
〇
八

年
九
月
時
点
で
、
国
境
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
商
業
セ
ン

タ
ー
に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
店
舗
五
六
軒
が
進
出
し
、

さ
ら
に
「
免
税
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
四

軒
営
業
し
て
い
る
。
訪
問
客
数
は
平
日
で
平
均
六

～
七
〇
〇
〇
人
、
週
末
や
祭
日
に
は
一
万
人
、
売

上
高
は
全
店
舗
合
計
で
、
二
〇
〇
六
年
の

五
三
三
五
億
ド
ン
か
ら
二
〇
〇
八
年
前
半
六
ヵ
月

に
は
七
七
三
一
億
ド
ン
へ
と
急
増
し
て
い
る
（
年

は
両
国
間
の
中
立
地
帯
も
し
く
は
相
手
国
側
の
ド

ラ
イ
・
ポ
ー
ト
ま
で
進
入
し
、
そ
こ
で
相
手
国
側

の
ト
ラ
ッ
ク
に
貨
物
を
積
み
替
え
る
形
態
が
多
い
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
プ
ノ
ン
ペ
ン
（
も
し
く
は
シ
ェ

ム
リ
ア
ッ
プ
）
の
間
の
長
距
離
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

最
大
限
四
〇
往
復
の
合
意
が
成
立
し
て
い
る
が
、

現
在
定
期
運
行
し
て
い
る
の
は
一
二
便
に
留

ま
る
。

国
境
ゲ
ー
ト
に
お
け
る
諸
手
続
き
の
シ
ン

グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化
は
、
両
国
政
府
間
で
合

意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
実
施
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
同
制
度
の
適
用
に
必
要

な
共
同
検
査
場
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
も
ま
だ
着
工
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
タ
イ
と
ベ
ト
ナ

ム
の
間
の
車
両
相
互
乗
り
入
れ
や
、
両
国
間

の
搬
送
貨
物
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
を
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
扱
い
で
通
過
す
る
制
度
も
実
現
し
て

い
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
主
要
輸

出
品
は
、
家
庭
用
品
、
加
工
食
品
、
洗
濯
用

粉
石
鹸
、
飼
料
、
肥
料
、
建
設
用
資
材
な
ど

で
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
主
要
輸
出
品
は
マ
ニ
オ
ッ
ク
麺
、
生
麺
、

原
料
用
種
子
、
各
種
豆
類
、
米
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
タ
イ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
経
て
ベ
ト

ナ
ム
側
に
再
輸
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
家

電
製
品
、
雑
貨
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
最
近

で
は
、
バ
ベ
ッ
ト
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
経
済
特

区
（
後
述
）
で
必
要
な
中
間
財
が
、
サ
イ
ゴ

ン
港
を
経
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ

搬
入
さ
れ
、
同
経
済
特
区
で
生
産
さ
れ
た
製

表１　モクバイ国境ゲートを通じての貿易額、越境人数、車両台数
　 単位 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年1－6月

輸出入 米ドル 32,106,000.0 52,384,541.0 94,305,366.0 112,752,871.0 92,984，290.6
　正額貿易 米ドル 　 48,303,146.0 94,302,039.0 112,750,206.0 91,237,778.0 
　小額貿易 米ドル 　 4,081,395.0 3,327.0 2,665.0 1,746,512.6 
輸出 米ドル 　 31,778,218.0 36,770,469.0 46,693,190.0 34,538,145.1 
輸入 米ドル 　 20,606,323.0 57,534,897.0 66,059,681.0 59,391,720.2 
往来人数 延べ人 403,765.0 601,752.0 850,367.0 1,427,028.0 1,286,151.0 
入国者 延べ人 　 242,583.0 346,485.0 602,602.0 522,247.0 
　うち国境地帯入国 延べ人 　 62,606.0 87,179.0 108,113.0 115,165.0 
出国者 延べ人 　 232,637.0 329,555.0 607,872.0 533,649.0 
　うち国境地帯出国 延べ人 　 63,926.0 87,148.0 108,441.0 115,090.0 
越境車両 延べ台 　 5,697.0 9,950.0 11,368.0 8,648.0 

（出所）  Uy ban Nhan dan Tinh Tay Ninh (Ban quan ly Khu kinh te Cua khau Moc Bai), Bao cao ket qua thuc hien co che chinh 
sach phat trien Khu kinh te Cua khau Moc Bai-Tay Ninh, 2008年8月26日付け。数値合計の食い違いがあるが、原文のまま。
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ら
に
い
ま
ひ
と
つ
の
展
望
が
あ
る
。そ
れ
は
、ホ
ー

チ
ミ
ン
市
地
区
か
ら
の
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
賃
金
な
ど
の
上
昇
や
利
用

可
能
な
用
地
の
払
底
に
伴
っ
て
、
労
働
集
約
的
な

業
種
を
中
心
に
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か
ら
よ
り
遠
方

の
地
方
に
、
同
心
円
的
に
新
規
工
場
が
立
地
し
て

い
く
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。
タ
イ
ニ
ン
省
に
つ
い

て
も
、
モ
ク
バ
イ
近
く
に
二
つ
の
工
業
団
地
が
設

立
さ
れ
て
企
業
の
入
居
が
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
国
有
大
手
企
業
や
外
資
系
に
よ
る
新
規
工
業
団

地
の
計
画
も
あ
る
。

他
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ベ
ッ
ト
側
に
つ
い
て

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
Ｓ
Ｅ
Ｚ
が
す
で
に
開
設
さ
れ

て
お
り
、
入
居
企
業
の
出
足
も
好
調
で
あ
る
。
さ

ら
に
そ
の
周
辺
で
は
、
ほ
か
に
ふ
た
つ
の
経
済
特

区
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

サ
イ
ゴ
ン
港
へ
の
地
理
的
近
接
性
、
お
よ
び
越
境

物
流
シ
ス
テ
ム
の
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
享
受
す
る
形
で
、
製
造
、
加
工
業
分
野
で
の
展

開
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
は
、
モ
ク
バ
イ
側

よ
り
も
む
し
ろ
バ
ベ
ッ
ト
側
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
バ
ベ
ッ
ト
の
将
来
に
課
題
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
今
後
継

続
的
に
一
定
の
質
を
持
つ
労
働
力
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
技
術
者
や
労
働
者
を
移
入
し
続
け
る
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内
で
の
識
字
率
や
教
育
、
技
術
水
準
の
底
上
げ

に
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
し
ら
い
し　

ま
さ
や
／
早
稲
田
大
学
大
学

院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
）

部
と
し
て
活
用
し
た
り
す
る
う
え
で
も
、
国
境
周

辺
に
立
地
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

事
実
、
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
に
入
居
す
る
台
湾
系
企
業
の

多
く
は
、
す
で
に
以
前
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し

て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
＋
ワ
ン
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
展
開
す
る
際
に
、
両
国
の
国
境
地
帯
バ
ベ
ッ
ト

に
立
地
す
る
こ
と
は
、
理
に
適
っ
た
選
択
で
あ
る
。

●
展
望
と
課
題

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
南
部
経
済
回
廊
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
、
モ
ク
バ
イ
＝

バ
ベ
ッ
ト
国
境
の
交
通
量
や
人
的
往
来
、
国
境
貿

易
は
拡
大
基
調
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
モ
ク
バ
イ
側

に
は
地
方
政
府
が
管
理
す
る
国
境
ゲ
ー
ト
経
済
区

（
Ｂ
Ｅ
Ｚ
）
が
、
バ
ベ
ッ
ト
側
に
は
民
間
業
者
に

よ
る
カ
ジ
ノ
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
経
済
特
区
（
Ｓ
Ｅ

Ｚ
）
が
開
設
さ
れ
、
国
境
地
帯
は
急
速
に
変
貌
し

つ
つ
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
モ
ク
バ
イ
Ｂ
Ｅ
Ｚ
で
は
商
業
分

野
が
急
成
長
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
バ
ベ
ッ

ト
側
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
の
急
展
開
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
。
両
者
と
も
そ
の
原
動
力
は
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
お
よ
び
周
辺
地
区
の
ベ
ト
ナ
ム
人
（
も
し
く

は
在
住
外
国
人
）
の
旺
盛
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
消
費

意
欲
に
あ
る
。

た
だ
し
、
モ
ク
バ
イ
Ｂ
Ｅ
Ｚ
が
工
業
生
産
基
地

と
し
て
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
の
可
能
性
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
の
条
件
は
、
タ
イ

と
の
物
流
の
円
滑
化
を
妨
げ
て
い
る
種
々
の
制
度

的
障
害
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が

消
費
市
場
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
さ

ら
の
観
光
客
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
バ
ベ
ッ
ト
側
で
の
動
き
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
国
境
ゲ
ー
ト
か
ら
六
キ
ロ
の
地
点

に
位
置
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
経
済
特
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）

で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
八
月
に
整
備
が
始
ま
っ
た
。

開
発
業
者
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
台
湾
の
華
人
系
企

業
集
団
が
出
資
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
国
際
有
限
会

社（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）で
あ
る
。
敷
地
面
積
一
七
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
第
一
期
造
成
分
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八

年
九
月
時
点
で
、
二
区
画
を
残
し
て
入
居
企
業
が

決
定
し
て
い
る
。
契
約
済
み
の
一
〇
社
の
う
ち
、
す

で
に
四
社
が
操
業
中
で
あ
り
、
四
〇
〇
〇
人
分
以

上
の
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。

進
出
企
業
の
大
半
は
台
湾
系
で
あ
り
、
か
つ
労

働
集
約
的
な
業
種
で
あ
る
。
原
材
料
を
台
湾
、
中

国
、
タ
イ
な
ど
か
ら
輸
入
し
、
完
成
品
を
主
に
欧

米
に
輸
出
し
て
い
る
。
同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
へ
の
進
出
動
機

は
、
欧
米
諸
国
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
品
に

つ
い
て
種
々
の
特
典
を
与
え
て
い
る
こ
と
（
特
恵

関
税
、
ノ
ン
・
ク
ォ
ー
タ
、
ア
ン
チ
・
ダ
ン
ピ
ン

グ
税
免
除
な
ど
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
労
働
賃
金

が
安
い
こ
と
に
加
え
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
に
各
種
手
続

き
の
た
め
の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
事
務

所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
関
連
官
庁
か
ら
の

出
向
職
員
が
常
駐
）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
サ
イ
ゴ

ン
港
を
利
用
し
て
海
外
と
貿
易
す
る
の
に
便
利
な

こ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
安
定
的
で
割
安
な
電
力
を

調
達
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
内
で
調
達
が
困
難
な
中
堅
技
術
者
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
い
入
れ
た
り
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
チ
ョ
ロ
ン
地
区
に
拠
点
を
持
つ
華
人
を
経
営
幹

マンハッタン工業団地内の工場




